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市 の 人 口 
	

男 25,662人 
	

世 帯 数 	14,621 

	

53,067人 女 27,405人 
	

（昭和57年 7月 1日現在）住民基本台帳から 

市内の若い大工さんが6 月25日、独り暮しのお年寄り

家庭を巡り、家屋の補修奉仕をしました。 

これは、全国各地で一斉に行われている大工さんの奉

仕活動のひとつです。 

この日は、五所川原大工組合（今栄蔵組合長）の五人

の青年部と今組合長が奉仕に参加、ホームヘルパーの案  

内で鳥森の藤田イマさん（80歳）ら 8世帯を巡回奉仕し

ました。 

金づちやノコギリなど七ッ道具を携えた大工さんたち

は、お年寄りからこわれた個所を聞き、窓枠や表戸など

を手際よく修理し、感謝されていました。 



内
の
方
は
、

当
日
、

所
定
の
集

積
場
所
へ
朝
七
時

ま
で
に
ゴ

ミ

を
出
し

て
下
さ
い
。
 

今
だ
に
、

前
日
や
収

集
後
に

ゴ
ミ
を
出
し

て
い
る
方
が

見
受

け
ら
れ

ま
す
の
で
、

定
め
ら
れ

た
場
所
、

日
時
を
守
っ

て
下
さ
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r 

市
で

は
、
夏
ま
つ
り

期
間
中

の
う
ち

五
日
（
木
）
、六
日
（
金
）
、
 

七
日
（
土
）
の
三
日
間
に
限

り

平
常
の
ゴ

ミ
収
集
時

間
を
繰
り

上
げ

て
行
い
ま
す
。
 

ま
つ
り

期
間
中
は
、

車
の
混

雑
が

予
想
さ
れ

ま
す
の
で
ゴ

ミ

の
収
集
日
に
あ

た
っ

て
い
る
町
 

ゴ
ミ
を
繰
り
上
げ
収
集
 

ま
つ
り
期
間
の
三
日
間
 

夏まつり行事日程 

八
月
七
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（
土
）
 

 

八
月
六
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八
月
五
日
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八
月
四
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（
水
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八
月
ニ
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（
日
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＋
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前
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時

午
 
前
 
十
時

午
 
前
 
十
時

午
 
前
 
八
 時

午
 
後
 
六
 
時
 

八
時
三
十
分
 

午
後
 

午
 
後
 
九
時
 

一
 

 

六
時
四
十
分
 

時
 

間
 

ね 
ぷ 
た 
運 
行 

西 市 東
北 内 北
五 小 
中 学 北
学 校 海 
校 	道 
相 	馬 

撲 	空 
ノ、 

大 会 
乙、 
云 

ね
ぷ
た
運
行
 

神
明
宮
本
町
例
祭
 

西
北
五
銃
剣
道
大
会
 

県
下
登
山
ば
や
し
大
会
 

な
が
し
お
ど
り
（
市
婦
人
会
）
 
 

虫
お
く
り
 

ね
ぷ
た
運
行
 

た
ば
こ
吸
当
会
 

神
明
宮
本
町
前
夜
祭
 

げ
ん
と
忌
 

小
学
生
鼓
」
由隊
 

津
軽

・
フ
ア
ン
タ
ジ

ー
  

西
北
五
民
俗
芸
能
大
会
 

な
が
し
お
ど
り

（
農協
婦
人
部
）
 
 

青
森
陸
上
自
衛
隊
市
内
音
楽
行
進
 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
老
人
ク
ラ
ブ
）
 
 

薮
綾

火
ま
っ
り
大
競
演
 

夜
店
ま
っ
り
 

歩
行
者
天
国
 

カ
ラ
オ
ケ
、
盆
踊
り
等
 

行
 
事
 

岩
 
木
 
川
 
原

岩
 
木
 
川
 
原
 

市
 
内
 
円
 

市
役
所
前

広
場

市
 
内
 
一
 
円

青
 
銀
 
構
 
内

岩
 
木
 
川
 
原

市
 
内
 
一
 
円
 

中
三
デ
パ
ー
ト
前

仮
宮
青
銀

構
内

市
 
内
 
一
 
円

市
 
内
 
一
 
円
 

フ
ラ
ワ

ー
セ
ン
タ

ー
  

市
民
文
化
会

館

市
 
内
 
一
 
円

市
 
内
 
一
 
円

岩
 
木
 
川
 
原

岩
 
木
 
川
 
原
 

大
町

一
l
r

目
 

場
 
所
 

 

~ 

ご
み
ー
つ
捨
て
な
い
心
が
 

み
ん
な
の
願
い
 

松
野
木
小
六
年
 

仙
庭
る
い
子
 



一
般
曹
候
補
学
生
 

ロ
募
集
人
員
 
陸
約
四
百

人
、
海
約
三
百
七
十
人
、
空

約
四
百
人
 

ロ
資
格
 
高
卒
（
見込
み
）
 

ロ
受
付
期
間
 
八
月
一
日
 

ー
九
月
三
十
日
 

ロ
試
験
期
日
 

一
次
十
月

十
一
日
、
二
次
十
月
二
十
五
 

自
衛
官
募
集
案
内
 

二
十
一
歳
未
満
者
（
自
衛
官

は
二
十
二
歳
未
満
者
）
 

日
i
二
十
八
日
 

ロ
合
格
発
表
 
十
二
月
一
一

十
五
日
 

ロ
入
（
校
）
隊
 
五
十
八

年
三
月
下
旬
 

ロ
待
過

・
そ
の
他
 
修
学

年
限
二
年
、
卒
業
時
三
等
陸
 

・

海

・
空
曹
 

ロ
お
間
い
合
わ
せ
 

青
森
地
方
連
絡
部
五
所
川
 

原
募
集
事
務
所

（
丑⑩
二
三
 

〇
五
番
）
 

,
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弘
前
大
学
公
開
講
座
受
講
者
募
集
 

日程・講座内容及び講師 

Tーて7 月 	日 講 	義 	題 講 師 

今

日

的
商
業

経

営
  

8月16日（月） 改正商法の諸問題 人文学部 教 授 佐藤 敏昭 

18日休） 財務諸表の見方と活かし方 助教授 新井 一夫 

損益計算書を中心にー 

20日働 今日的商業経営と財務分折 助教授 演本 道正 

23日（月） 大量流通の歴史と現代商業経営 ク 助教授 四宮 俊之 

25日(*) 商業環境の変化と中小商業者の適応 講 師 佐藤 芳彰 

27日圏 生活圏に応じた商業経営の改善 助教授 金子 昭 

30日明） 小規模企業の間題点 教 授 吉永 芳史 

※講義テキストを配付します。 
講義によっては、スライ ド等の視聴覚教具を使用します。 

市
中
央
公
民
館
で
は
、
弘
前

大
学
と
共
催
で
「
今
日
的
商
業

経
営
」
 
の
講
座
を次
の
日
程
で

開
催
し
ま
す
。
 

多
数
の
受
講
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
 

コ
開
催
場
所
 
市
中
央
公
民

館

（
鎌
谷
町
一
一
七の
七
）
 

ロ
開
催
時
間
 
午
後
六
時
三

十
分
ー
 
時
三
十
分

（
た
だ
し
、
 

一
講
師
だ
け
は
八
時三
十
分
ま

で
、
受
講
者
の
利
用
交
通
機
関

等
の
都
合
で
講
義
時
間
を
短
縮

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）
 

ロ
募
集
人
員
 
五
十
人

（
募

集
人
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り

ま
す
。）
 

ロ
申
込
受
付
月
日
及
び
時
間

七
月
十
九
日
ー
八
月
十
日

午
前
九
時
ー
午
後
四
時

（
平

日
）
 

午
前
九
時
ー
十
二
時

（
土
曜

日
）
 

ロ
申
込
先
 
中
央
公
民
館
 

（
。
〇
一
七
三
璽

ハ
〇
五
六
）
 

ロ
申
込
方
法
 
「
申
込
先
」
 

に
備
え
付
け
の
所
定
の
用
紙
に

記
入
し
、
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
 

ロ
受
講
料
 
千
円

（
テキ
ス

ト
代
）
 

ロ
修
了
証
書
 
総
講
義
時
間

数
の
三
分
の
二
以
上
出
席
の
方

に
授
与
し
ま
す
。
 

タ
涼
み
「
マ
ン
ガ
 

映
画
大
会
」
開
催
 

楽
し
い
夏
休
み
に
は
い
り
ま

す
。
休
み
の
ひ
と
と
き
に
「
マ

ン
ガ
映
画
」
と
暮
し
に
便
利
な
 

「電
話
の
展
示
実
演
」
を
次
の

日
程
で
開
設
し
ま
す
。
 

入
場
は
無
料
で
す
。
ご
近
所

お
さ
そ
い
合
わ
せ
の
う
え
お
気

軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

ロ
と
き
七

月
二
十
九
日
（
木
）
 

午
後
五
時
半
か
ら
八
時
 

ま
で
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
 

会
館
 

ロ
マ
ン
ガ
映
画
 

〇
怪
物
く
ん
 

〇
忍
者
ハ
ッ
ト
  リ
君
 

〇
太
陽
戦
士
サ
 ン
バ
 

ル
カ
ン
 

ロ
入
場
無
料
 

（
五
所川
原
電
報
電
話
局
）
 

車
イ
ス

・
 

朝
日
新
聞

本
社
 

朝
日
新
聞
本
社
東
京
厚
生
文

化
事
業
団
は
六
月
二
十
五
日
、
 

市
の
社
会
福
祉
事
業
に
役
立
て
 

て
欲
し
い
と
車
イ
ス
（
五
台
）
、
 

床
ズ
レ
し
な
い
ベ
ッ
ト

（
五
組）
 

を
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
贈

し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
朝
日
新
聞
社
が
社

会
福
祉
事
業
の
一
環
と
し
て
行

っ
て
い
る
活
動
の
ひ
と
つ
で
、
 
 

贈
呈
に
あ
た
っ
て
事
業
団
理
事

で
事
務
局
長
の
伊
藤
信
三
氏
が

あ
い
さ
つ
、
同
社
青
森
支
局
長

本
多
氏
が
寺
田
清
福
祉
協
議
会

副
会
長
に
目
録
を
手
渡
し
ま
し

た
。
 

こ
の
日
は
、
丁
度
お
風
呂
の

日
に
あ
た
っ
て
い
た
た
め
、
ホ
 

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
方
々
や
約
五

十
名
の
お
年
寄
り
が
、
車
イ
ス

な
ど
の
使
用
方
法
の
説
明
を
熱

心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。
 

ベ
ッ
ト
寄
贈
 



年
金
め
は
ド
レ
 

その12の 4 

福
祉
年
金
の
受
け

方
、

支
払

時
期
な
ど
 

年
金
を
受
け
る
に
は
 

裁
定
請
求
書
に
次
の
書
類

を
添
え
て
、
現
在
、
住
ん
で

い
る
市
役
所
に
提
出
し
て
下

さ
い
。
 

年
金
を
受
け
る
に
は
、
受

け
る
権
利
の
あ
る
こ
と
を
確

認
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
 

こ
の
た
め
、年
金
を
も
ら
う
 

条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
る
人
は
、
 

市
役
所
に
印
鑑
と
次
の
書
類

を
添
え
て
提
出
し
て
下
さ
い
。
 

①
戸
籍
の
抄
本
 

②
佳
民
票
の
抄
本
 

③
所
得
状
況
の
届
 

④
公
的
年
金
受
給
状
況
に
つ

い
て
の
申
立
書
 

⑤
障
害
福
祉
年
金
及
び
7
0歳

以
前
か
ら
支
給
さ
れ
る
老
 

齢
福
祉
年
金
に
つ
い
て
は
、
 

障
害
の
程
度
に
つ
い
て
の

医
師
の
診
断
書
 

⑥
毎
子
、
準
母
子
年
金
に
つ

い
て
は
、
生
計
維
持
関
係

に
つ
い
て
の
申
立
書

⑦
国
民
年
金
の
被
保
険
者
で

あ
っ
た
方
に
つ
い
て
は
、
 

国
民
年
金
手
帳
な
ど

年
金
の
支
給
が
決
定
さ
れ

ま
す
と
、「国
民
年
金
証
書
」
 

が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
 

年
金
の
支
払
い
 

年
三
回
に
分
け
て
支
払
わ

れ
ま
す
。
 

福
祉
年
金
の
支
払
い
は
、
 

4
カ
月
分
ず
つ
ま
と
め
て
毎

年
1
2月
（
請
求
す
れ
ば
1
1月

か
ら
）
、4
月
お
よ
び
8
月
の
 

1
1日
以
降
に
支
払
わ
れ
ま
す
。
 

年
金
の
支
払
い
方
法
 

生
本
皿
の
支
払
いは
、
郵
便

局
の
窓
口
で
支
払
わ
れ
ま
す
。
 

福
祉
年
金
の
支
払
い
は
、
 

き
め
ら
れ
た
郵
便
局
に
国
民

年
金
証
書
、
福
祉
年
金
を
受

け
る
た
め
に
届
出
た
印
鑑
お

よ
び
福
祉
年
金
請
求
書
兼
受

領
書
を
提
出
し
て
、
支
払
い

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 r 

◇農業年金のお知らせ◇ 

若いうちに加入をグ 

広報ごしょがわら 	 （523号） ④ 

若いうちに加入すると年金の受取額が大きく違います。 

▼農業者年金とは 

農業者年金に加入すると、加入者が老齢になって自分の後

継や他の農家に経営移譲をして農業経営から引退した場合は、 

経営移譲年金力沿0歳から終身支給（65歳後は％の年金額支給）、 

されます。 また、経営移譲しなくても65歳以後は農業者老齢

年金が支給されます。 

なお、不幸にして死亡した方の遺族の方や、資格を喪失し

て年金をやめた方には、死亡一時金、脱退一時金が支給され

ます。（保険料 3年以上納入済の方に限る） 

▼加入できる資格は 

・当然加入（必らず加入しなければならない方） 

国民年金に加入しており、自分名義の経営農地面積（借

入地を含む）が50アール以上の農業経営主は加らず加入し

なければなりません。 

・任意加入（希望によって加入できる方） 

国民年金に加入している方で、次の①、②、③に該当す 

る人は希望によって加入できます。 

①自分名義の経営農地面積（借入地を含む）が30アール 
以上 50アール未満の農業経営主 

② 50アール以上の農業経営主の後継者 

③農業生産法人の構成員 

▼加入手続きを早く 

次の方々の加入届出期限が迫っています。 

加入期限ぎりぎりで加入すると、後で保険料の納め損い

や資格喪失による被保険者期間の不足などのために年金の

受給資格を得られない場合も出てきかねません。早く加入

するほど有利になる仕組みになっていますので、加入する

資格のある方は、今すぐに農協で手続きをして下さい。 

※やがて訪れる老後の生活を豊かにするために農業年金に加

入しましょう。 

詳しいことは市農業委員会や農業協同組合へ。 

対 象 	生 	年 	月 	日 加入手続期限 区 分 

昭和15年 7月2日～昭和15年10月1日生 昭和57年10月末日 農業経営主 

昭和17年 8月 2日～昭和17年9月1日生 昭和57年 8月末日 農業後継者 

昭和17年 9月2日～昭和17年10月1日生 昭和57年 9月末日 農業後継者 

昭和57年（1982年） 7 月15日 
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青
森
県
統
計
ク
ラ
ヲ
約
鯵数
難
漉纏
綴
 

募
集
の
こ
案
内
 

ロ
応
募
資
格
 

第

一
部
 
小
学
生

（
三年
生

以
下
）
 

第
二
部
 
小
学
生

（
四年
生

以
上
）
 

第
三
部
 
高
校
生
以
上
の
学

生
・
生
徒
 

第
五
部
 
一
般
 

ロ
課
題
 
各
部
と
も
自
由
と

し
ま
す
。
た
だ
し
、
第
一
部
の

作
品
に
つ
い
て
は
、
児
童
が
自

ら
観
察
し
た
結
果
を
グ
ラ
フ
に

し
た
も
の
と
し
ま
す
。
 

ロ
材
料
の
規
格
 

用
紙
の
規
格
 

第
一

・
第
二
・
第
三
部

（B
 

二
判
・
仕
上
寸
法
）
七
十
二

・

八
戎
M
×
五
十
・
五
戎
H
 

第
四

・
第
五
部
（
B
一
判
・

仕
上
寸
法
）
百
三
・
〇
×
七
十
 

市
内
敷
島
町
の
か
さ
い
造
花

店

（
葛
西穂
店
主
）
は
こ
の
ほ

ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
 

中
川
に
、
扉
風
一
双
、
三
三
九

度
の
盃
事
道
具
一
式
を
寄
贈
し

ま
し
た
。
 

二
・
八
靖
H
 

各
部
と
も
紙
質
・
色
彩
は
自

由
と
し
ま
す
が
、
裏
面
の
板
張

り
や
表
面
に
セ
ロ
ハ
ン

・
カ
バ
 

ー
な
ど
を
つ
け
る
こ
と
は
認
め

な
い
。
 

ロ
締
切
日
及
び
送
付
先
 

八
月
二
十
一
日
ま
で
市
内
岩

木
町
十
二
、
市
総
務
課
企
画
室

に
提
出
し
て
下
さ
い
。
 

ロ
入
選
発
表
 

九
月
下
旬
 

ロ
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
出

品
 各

部
と
も
県
予
選
の
入
選
作

品
中
五
点
ま
で
を
全
国
コ
ン
ク
 

ー
ル
に
推
薦
出
品
し
ま
す
。
 

ロ
お
間
い
合
わ
せ
 

青
森
県
統
計
協
会

（
n
〇

一

七
七
⑩
一

一
一
一
内
線
二
一七

七
番
）
 

ー~＝＝二＝＝ー ー一一ーーー 一ー~ 

扉
風
等
を

コ
ミ
セ
ン
に
寄
贈
 

か
さ
い
造
花
店
 



I夏の交通安全運動実施要綱
グ 

この運動は、広く県民に交通安全思せロ交通道量 

マナーの実践を習慣付けることに 

7月21日（水）から 8月20日（ 

1．飲酒、暴走運転の追放 

2 ．子供と老人の交通事故防止 

3‘シートベルト着用の推進 

運動の重点 

⑤ 昭和57年（1982年）7月15日 
	

広報ごしょがわら 
	

(523号） 

r一ゆとりで走ろフ血青森県 

1 新 受 入 図 書1 

ご利用下さい。 
	

図書館 

書 	名 著者名 書 	名 著者名 

人づきあい 
の心理学 

美
 
昇
 

一
 
報
 

千
 
治
 
富
 

生
 

敏
 
光
 

矩
 
掬
 
昭

安
 
渡
 

松
 

田
 
松
 

藤
 
陸
 

中
 
木
 
井
 

岩
 
塩
 
小
 
田
 
安
 

安
 
毎
 

野
 
半

本
 
辺
 

本
 
原
 
本
 
森
 
奥
 

山
 
村
 
上
 
谷
 

月
 
川
 
中
 
野
 

田
 
田
 
坂
 
村

典
 

一
 
順
 
郎
 
明
 

害
 
社
 

夏
 
美
 

雄
 
宏
 
子
 

男
 
稔
 
雅
 

明
 
成
 
如
 
良
 

給
 

柳
 

、
‘
 
「
，
 

彊
 
《

ー
 

J
 
 
《
フ
 欄
 

I
  

ボクは好奇心の 

かたまり 
遠藤 周作 

指導力の研究 わたしの出会った
子どもたち 

灰谷健次郎 

人 間 掌 握 術 
花 	 情 瀬戸内晴美 

時代を読むための 
取材ノート 戊 辰 落 日 綱淵 謙錠 

弘 前 語 業 阿修羅のごとく 向田 邦子 

過 ぎに し かた ト ラ ジ の 歌 山代 	巴 

新 日 本 大 観 
異 形 の 地 図 阿刀田 高 

世の中 
メチャメチャ 

世界は破滅を 
待っている 

赤川 次郎 

しめやかに 
錨 の な い 船 加賀 乙彦 

女の時間 貝 紫 幻 想 芝木 好子 

武器としての 
時間活用 

天 狗 の 使 い

毎をっぶしながら 

多岐川 恭

田辺 聖子 

にっぽん再鎖国論 細 香 日 記 南篠 範夫 

わたくし的 
未亡人宣言 

化 	 粧 渡辺 淳一 

こ と ばを読む 井上ひさし 
おいしい減塩 

漬けもの めんどり 
歌いなさい 

牧 	羊子 

稲 の 冷 害

空 想 工 房 

娘と私の 
天中殺旅行 

佐藤 愛子 

ス ト レッチ体操 私 の 台 所 沢村 貞子 

危 険 人 物 邦光 史郎 
釣り の新百科 

三 禁 四 乱 
マンボー人間 

博物館 
北 	杜夫 

太 陽 の 世 界 横 	 領 広瀬 仁紀 

相
  

六
月
一
日
か
ら

は
燃
え

な
い

ゴ
ミ
で
、
 
一
般
家
庭
か
ら

一
時

に
排
出
さ
れ

る
＋
キ
ロ
グ

ラ
ム

以
上
の
も

の
、
土
木
建
築

工
事

の
際
に
生
ず

る
が
れ
き
、
ガ
ラ

ス
、
ト
タ
ン
く
ず
等
、

ま
た
】
 

般
商
店
等
で

排
出
さ
れ
る

事
業

系
不
燃

物
等
を
野
里

の
埋
立

地

に
搬
入
す
る
に

は
処
分
手
数

料

が
必
要
で

す
。
 

手
数
料
は
〇
・
五
ト
ン

当
り

三
百
五

十
円
、
 
ー
ト
ン
で
七
百

円
と
な
り
以
下
そ
の

割
合
で

納

付
し

な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

セ
ン
タ
ー
で
は
皆
さ
ん

の
た

め
に
次
の
よ
う

な
仕
事
を

し
て

い
ま
す
。
 

お
気
軽

に
ご
利
用
下
さ
い
。
 

ロ
技
術
講
習
会
 

技
術
を

身
に

つ
け
た
い
婦
人

の
た
め
に

編
物
、

刺
し
ゆ

う
専

の
講
習
会
を
実

施
し

て
お
り
ま
 

す
。
（
実
施
に

つ
い
て
は
新

聞
、
 

テ
レ
ビ
等
で
お

知
ら
せ
し

ま
す
。
 

ロ
就
業
（内
職
）
相
談
 

外
で

働
く
こ

と
の
で

き
な

い

方

々
の
た
め
に
、

ま
た
人

生
に

生
が

い
を
見
い
出
す
た

め
に
内

職
に
関

す
る
相
談

及
び
あ
っ

せ

ん
や
技
術
指
導
、

グ
ル
ー
プ
運
 

青
森
県

婦
人
就

業
援

助
セ
ン

タ
ー
の
こ

案
内
 

な
お
、

道
路
等

の
関
係
で

四

ト

ン
を
超
え
る
車
輔

は
使
用
で

き
ま
せ
ん
。

搬
入
時

間
は
午

前

九
時
か

ら
午
後
三
時
三
十
分

ま
 

・

レ
 

で
、
埋
立
地
到
着
と
な
っ

て
い

ま
す
。
 

日
曜
日
は
休
み
で

す
が
、

埋

立
地
は
火
気
の

使
用
が

禁
じ

ら

れ
て
い

ま
す
の
で
ご

協
力

下
さ
 

燃
え
な
い
ゴ
ミ
は
埋
立
地
へ
 

手
数
料
が

か
か
り

ま
す
 

,
 

営
の
相
談
、

内
職
の
苦

情
相
談

も
行
っ

て
い
ま
す
。
 

ロ
内
職

提
供
事
業
所
の

相
談

新
し
く
求
人
さ
れ
る
方
は

製

品
の
見
本
な
ど

を
持
参
し

て
仕

事
の
手

順
、
条
件
な
ど
を
説

明

し
て
下
さ
い
。

そ
れ
に

見
合
っ

た
人
を

紹
介
し

ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
相
談
窓
ロ
は
、

五

所
川
原
市
職
業
安
定
所
内
（
。
 

⑩
二
五
七

〇
）
婦
人
就
業

援
助

セ
ン

タ
ー
で
す
。
 

相
談

日
は
、
月
‘
金
曜

日
午

前
十
時
か
ら

午
後
四
時
、

火

・

木
曜

日
午
前
十
時
か
ら

正
午

ま

で
と
な
っ

て
い
ま
す
。
 



r
 

r
 

市
で
は
、
麻
疹
（
は
し
か
）
 

の
予
防
接
種
を
行
い
ま
す
。
 

該
当
す
る
お
子
さ
ん
を
お
持

ち
の
方
は
、
期
日
ま
で
に
申
し

込
ん
で
下
さ
い
。
た
だ
し
、
す

で
に
麻
疹
に
か
か
っ
た
お
子
さ

ん
は
接
種
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
 

ロ
対
象
幼
児
 
昭
和
五
十
五

年
一
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
五

年
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
生
ま

れ
た
幼
児
 

ロ
受
付
期
間
八
月
二
日

ー
 

八
月
十
五
日
ま
で
（
た
だ
し
、
日

曜
日
は
除
く
）
 

ロ
実
施
期
間
 
九

H
一
日

ー
 

さ
い
。
 

九
月
十
一
日
ま
で
（
た
だ
し
、
日

曜
は
除
く
）
 

ロ
お
申
込
み
先
 
市
保
険
衛

生
課
 

ロ
ご
注
意
 
当
日
は
母
子
健

康
手
帳
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
下
 

移
動
採
血
車
「
青

い
鳥
号
」
 

が
、
次
の
日
程
で
街
頭
献
血
を
 

行
い
ま
す
。
 

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
 

し
ま
す
。
 

ロ
と
き
・
と
こ
ろ
 
七
月
一
一
 

十
二
日
（
木
）
午
前
十
時
三
十
 

分
ー
正
午
ま
で
市
庁
舎
前
お
祭

り
広
場
 

当
日
午
後
一
時
三
十
分
ー
四

時
ま
で
み
ど
り
町
富
田
胃
腸
科

内
科
医
院
前
 

※
あ
な
た
も
献
血
手
帳
を
 

 

ロ
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
四
階
 

ホ
ー
ル
 

ロ
主
催
 
北
五
医
師
会

・
五
 

所
川
原
市
民
保
健
協
議
会
 

な
お
、
年
間
を
と
お
し
て
聴
 

講
さ
れ
た
方
に

つ
い
て
は
、
修
 

了
証
と
記
念
品
を
差
し
上
げ

ま
 

す
。
 

あ
な
た
も
献
血
手
帳
を
 

 

麻
疹

（
は
しか
）
の
予
防

接

種
 

ー
貧
血
の
お
話
し
に
つ
い
て
 

み
ん
な
の
健
康
塾
竿
 

医
師
会
と
家
庭
を
結
ぶ
 
「み

ん
な
の
健
康
教
室
」
 
が次
の
日

程
で
開
か
れ
ま
す
。
お
気
軽
に

お
い
で
下
さ
い
。
 

今
回
の
テ
ー
マ
は
 
「貧
血
の

お
話
し
」
 
につ
い
て
で
す
。
 

ロ
と
き
 
七
月
二
十

三
日
 

（
金
）
午
後
一
時
か
ら
 

■ 7月I日～31日■ 

夏場は血液が不足しがちです。 

行楽に行＜前にまず献血を。 

昭和57年（1982年）7 月15日 広報ごしょがわら (523号） ⑥
 

，国民年金が改正されまず1 

昭和57年度の国民年金法が改正され、老齢年金をはじめ各種の年

金が次のとおり弓は上げられる予定です。 

(1）拠出年金の実施は、 8 月分からで、それが支払われるのは 9 月期

からです。 

拠出年金の改正（予定） 

給 付 の 種 類 現 行 額 改 正 後 

5
0

5
0
  

金

金
金

金

年
年
年

年

年
年

年
年
  

1
 2
4
  

24,366円 25,358円 

28 ,625 29 ,791 
老 齢 年 金 

45,273 47,125 
72,441 75,400 

1っ
〕
 
級
級
 

 

56 ,325 58,625 
障 害 年 金 

45,058 46,900 

帯母事年金 子がI人のとき 45,058 46,900 

遺 児 年 金 1 人 の と き 45,058 46,900 
（母子加算は15,000円で変わりません） 

(2）福祉年金についても、次のように改正される予定ですが、実施は 

9 月分からで、それが支払われるのは12月期からです。 

福祉年金の改正（予定） 

給 	付 	の 	種 	類 現行額 改正後 

年
 
金
 

月
 
額
 

老令福祉年金 
明治44年 4 月1日 
以前の出生者 

24,000円 

(23,000) 
25,100円 

(23,300) 

障害福祉年金 
1 	級 
2 	級 

36,000 
24,000 

37,700 
25,100 

母子・準母子 

福 祉年 金 
子が1人のとき 31,000 32,700 

支

給

制
限

限

度

額
 

本人所得（ 2 人世帯） 

老齢福祉年金

障害福祉年金 

母子（準母子）福祉年金 

年収入 

226.6万円 

300 
361 

年収入 

238.4 万円 

315 
361 

扶養義務者所得（ 6 人世帯） 876 876 

公的年金併給限度額 48 50.5 

※老齢福祉年金の（ ）内の額は扶養義務者の所得が年600万円を超え876万
円未満の人の受給額です。 



家
出
人
は
 

（
昭
和
四
十
 

一
年
か
ら
発
 

身
元
確
認
強
調
月
間
 

見
さ
れ
て
い
な
い
方
）
 

全
国
 
八
〇
、
一
八
六
人

県
内
 

九
二
七
人

五
所
川
原
市
、
鶴
田
 
三
四

人
 八

月
中
は
、
身
元
不
明
死
体

の
身
元
を
確
認
す
る
月
間
で
す
。
 

本
年
四
月
現
在

ー
 

身
元
不
明
死
者
の
確
認
に
協
力
を
 

身
元
不
明
死
体
は
（

昭
和
一
一

十
六
年
か
ら
身
元

の
判
ら
な
い

死
体
）
 

全
国
 
二
八
、
一
七
八
人
 

県
内
 
三
二
八

人
 

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
多
い
身
元
不
明
 

死
体
の
中
に

は
、
家
出
中
の
自
 

殺
や
病
死
、
あ
る
い
は
事
故
死
、
 

又
は
犯
罪
の
被
害
者
と

な
っ
て

い
る
方
な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、
 

こ
の
中
か
ら
一
体
で
も
多
く
身

元
を
割
り
出
し
、

家
出
人
を
さ
 

が
し
て
お
ら
れ
る
方
の
期
待
に

こ
た
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
五

所
川
原
警
察
署
、
鶴
田
警
察
官

派
出
所

に
相
談
所
を
開
設
し
、
 

資
料
を
と
り
そ
ろ
え
て
係
員
が
 

相
談
に
応
ず
る
た
め
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
 

▽
家
出
を
し

て
長
い
間
所
在

が
わ
か
ら
な
い
。
 

▽
突
然
所
在
が

わ
か
ら
な
く

な
っ
た
。
 

▽
出
稼
ぎ
に
出
た
ま
ま
消
息

が
な
い
。
 

な
ど
、
心
当
た
り
の
方
は
ぜ
ひ

相
談
に
お

い
で
に
な
り
、
資
料

を
見
て
、
身
元
確
認
に
ご
協
カ

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

（
五
所
川
原
警
察
署
）
 

水
道
の
料
金

等
に
対
す
る
お

問
い
合
わ
せ
に

は
、
お
宅
の
水

道
料
金
領
収
書

の
「
需
要
家
番

号
」
 
と名
前
、
 

そ
れ
に
用
件
を

適
確
に
告
げ
て

い
た
だ
く
と
用

件
が
早
く
す
み

ま
す
。
 

ロ
お
間
い
合

わ
せ
先
 

市
水
道
課
 

（
廿
⑩
二
．
 一

一
番
、
内
線
集

金
二
六
一
番
、
 

検
針
二
六
五
番
、
 

工
事
二
六
四
番
）
 

× 
曹 

8 月 1日～引日 道路をまもる月間 

道路は 

みんなの財産です。 

広く、美しく、安全に．ノ 

イ 	 × 

取 扱者 印 一
驚「
 

⑦ (523号） 
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昭和57年（1982年）7 月15日 

■巨■ 虫 園にこ注意 

感染した場合の症状 

悪寒、頭痛、筋肉痛、結膜充血などを伴い突然発熱します。体温

は階段状に上昇（38-4Oで）し、その後四肢や顔面等に暗赤色の班

点丘疹状の発疹があらわれます。初期病巣はツツガムシの刺口部で、 

これは肢寓や陰部などの柔軟なところに多くみられ、この有無は診

断上重要とされております。刺口部は、発症の初期には発赤に取り

囲まれた lcm内外の硬結の中央部に小水痘がみられ、その後水痘は

一両日中に破れて小潰蕩を形成しやがて黒色痴皮で覆われます。ま

れに典型的な刺口を欠くこともありますので注意を要します。 

発症までの潜伏期は 8~ 11日です。 

予防と対策 

① これまでひんぱんに患者が発生しているところでは、ツツガム

シを伝播する野ネズミの駆除を行うとともに、残留効果の高い殺

ダニ性化学薬品を散布すること。。 

② 4~ 11月頃まで草むらに入る場合には、ダニ忌避剤を衣服の上

と露出している皮膚の表面に散布又は塗布すること及びゴム長ぐ

つやゴム手袋を身につけること。 

③ 草むらで作業等をした場合は、帰宅してから必ず風呂に入り着

替えをすること。〔刺された場合は、皮膚を逆なでした時、 トゲ様

物による刺傷感があること。脱いだ衣服は熱湯（60セ以上）か日

光消毒すること。〕 

④ 川原に直接すわったり、釣竿をおいたりしないこと。 

⑤ 体の局部に異常な痛みを感じ又は高熱、発疹等の自覚症状が出

た場合は、直ちに医師の診察を受けること。この場合、山林、原

野、川原に何時、どのようなことで行ったのか、生活歴を具体的

に医師に話すこと。 

治 療 

テトラサイクリン系抗生物質やクロラムフエニコールが有効です。 

, 

, 
需要家番号  

水道料金のお間令わせには 

こ需要家番号ミを 	」 

水道料金・馴！り、た設使用料領収書

イワキ チョウ」2 

;f 月 ／‘】 三 	, 	番 	号 生田水批 集 “， 

57 ノ
H、

 

0
1
7
 

0006 000~ . 15 0 
'C 本料き又ミ］ 	・に量斗 “ 排葡難勢！ c 調 	整 	額 

5
0
0

二
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上記の金額を領収 たしました 	 1 

「F"m泊A + B + C) 

1,400  

五所川原市水道事業企業出納員 

のないもの 



(523号） ⑧ 広報ごしょがわら 

省資源・省工ネルギー サマー・キャンペーン 

無駄を省き、効率よく使おう 

電気も夏ばて 

ー世帯当たりの月別電力消費（昭和54年） 

2 	3 	4 	5 	6 	7 	8 	9 1 0 II 12M 

く経済企画庁〉 

200 

1駒 

千Kc司 

電気の心大食漢ク 

クーラー 
冷房温度は 

28度を目安に 

調節しよう 

電
気
は
、

わ
た
し

た
ち
の
暮
ら
し

に

一
日
た
り
と
も
欠

か
せ
な
い
、

身

近
で
便
利
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
す
。
 

家
庭
で
は
、

照
明

や
冷
暖
房
を
は

じ
め
、
洗
濯
、

そ
う
じ
、

食
品
の
冷

蔵
（
凍

）
な
ど
、

電
気

は
ス
イ
ッ
チ
 

ー
つ
で
や
っ
て
の
け

ま
す
。
わ
た
し

た
ち
が

快
適
で
便
利
な
日
常

生
活
を

送
る
こ
と
が

で
き
る

の
も
、

電
気
と

い
う
‘エ
ネ
ル
ギ

ー
に
負
う
と

こ
ろ
が

大
き
い
と

言
え
ま
す
。
 

と
こ
ろ
で
、

電
気

の
約
七

〇
％
は

火
力
発

電
所
で

つ
く
ら
れ
て
お
り
、
 

そ
の
燃
料

の
約
七
〇
％
は

石
油
で

す
。
 

つ
ま
り
、

石
油

の
九
九

・
八
％
を

海
外

か
ら
の
輸
入

に
頼
る
わ
が

国
の

場
合
、

日
常
わ
た
し
た
ち
が

使
う
電

気
も
そ
の
半
分
以
上
を
ク
輸
人

）
し

て
い

る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

で
す
か

ら
、
電
気
を
無
駄
な

く
上
手
に
使

う
 
 

こ
と
は
、
と
り
も

な
お

さ
ず
、

石
油

を
節
約

L
て
い
る
こ
と
に
な

る
の
で

す
。
 

電
気

の
使
用
量

（
電
力
消
費
量

）
 

は
、
 
一
年
の
う
ち
で

は
季
節

に
よ
っ

て
、
ま
た
、
 
一
日
の
う
ち
で

は
昼
問

と
夜
間
と
で
、

そ
れ
ぞ

れ
異
な
り
ま

す
。
 

年
間
を
通
し

て
見
ま
す
と
、

冷
暖

房
機
器

の
普
及
に
よ
っ

て
、
夏
と
冬
 

．に
多
く
の
電
気
を

使
い

ま
す
。

な
か

で
も
夏
場

の
八
月
、
九
月
が
ピ

ー
ク

で
、

そ
の
三
分

の
ー
は
ク

ー
ラ
ー
の

使
用
に

よ
る
も

の
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

一
方
、
 
一
日
の
う
ち
で
最

も
多

く

の
電
気

を
使
う
時
間
帯
は
、

気
温

の

上
が

る
夏
の
午
後

二
時
前
後
で
、

ち

ょ
う
ど

ク
ー
ラ
ー
が
フ

ル
回
転
す
る

時
刻
に
当
た
り

ま
す
。

こ
れ
に
、
高

校
野

球
の
テ
レ
ビ
観
戦
が

重
な

る
ク
八
 
 

月
中
旬
の
午
後

二
時
4
 は
、

日
本
列

島
の
電
力
消
費
量

は
ピ
ー
ク

に
達
し

ま
す
。
 

ク
ー
ラ
ー

の
涼
風

の
中
で

高
校
野

球
を
楽
し

む
 

そ
の
一
方
で
、

わ

が
国
の
発
電
所
は
ケ

パ
ン
ク

寸
前
4
 

に
追

い
込
ま
れ

る
切
で
す
。
 

夏
ー
 
器
H
（
別
に
見
た
電
気

の
ク
大

食
漢
”
は
、

何
と
い
っ

て
も
ク
ー
ラ
 

ー
で
、

電
力
消

費
量
全

体
の
三
分
の

を
占
め

て
い
ま

す
。
で
す
か
ら
、
 

ク
夏
の
省
電
力
力
の
ポ

イ
ン
ト

は
、
 

ク
ー
ラ
ー
を
ど

う
効
率
的

に
使
う
か

に
か
か
っ

て
い
る

と
言
え
る
で

し
ょ
 

・

フ
。
 

い
ま
一
度
、
効
率
の

よ
い
ク

ー
ラ
 

ー
の
使
い
方
を
考

え
て
み
ま
し
ょ

う
。
 

●

放
熱
部

は
、
北
側
の
風
通
し

の

よ
い
と

こ
ろ
に
取
り
付
け

る
。
西
側

や
南
側
に
お

く
と
き
は
、

日
よ
け
を

つ
け
る
。
 

電
気
は
、
ピ
ー
ク
時
に
備
え

て
ふ

だ
ん
か
ら

蓄
え
て
お
く
と
い

う
こ
と

は
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、

足
り
な
い

か
ら
と
い
っ

て
、
電
気

そ
の
も
の
を

輸
入
す
る
わ
け

に
も
い
き

ま
せ
ん
。
 

無
駄
を

省
い
た
、

効
率
的

な
電
気

の
使
い
方
を

心
掛
け

ま
し
よ

う
。
 

●

室
内

（
の
日
差
し

を
し
ゃ

断
す

る
。
そ
の
た
め

に
は
、
ブ

ラ
イ
ン
ド

や
カ
ー
テ
ン
が

効
果
的
。
 

●

冷
え
す
ぎ

は
、
健
康
に

よ
く
な

り
ば
か
り
か
、

電
力
の
無
駄

遣
い
で

す
。

2
8度
を

目
安

に
温
度
調

節
を
す

る
。
温
度
が

低
け
れ
ば
「

送
風
」
だ

け
で
も
快
適
で
、

電
力
消
費
も
少

な

く
て
す
み

ま
す
。
 

●

ェ
ァ

・
フ
ィ
ル
タ
ー
に
ゴ

ミ
や

ホ
コ
リ
が

つ
く
と
、

そ
れ
だ
け

電
気

を
多
く
使
い

ま
す
。

水
洗

い
を
す
る

な
ど
、

定
期
的

な
そ
う
じ
を
お
忘
れ

な
く
。
 

昭和57年（1982年）7 月15日 

r
 

【
 

広
報

紙
の
早

期
配
布
に
ご

協
力
下
さ
い
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